
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

<特集> 

準備運動と感覚つくりの運動を問い直す  
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令 和 ８ 年 度 

  埼 玉 県 教 育 委 員 会 

 

 彩の国 
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   体力向上に向けた「合い言葉」 

「コツコツときたえた体は たからもの」 

  埼玉県の目指す体育・保健体育授業 

「めあて を もって進んで運動 仲間と学ぶ 

喜びあふれる体育・保健体育授業」 



 



はじめに 
  

埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 
 

令和８年度も『学校体育必携』を作成することができました。まずは，日々の教育活動に
御尽力いただいている皆様に心から感謝申し上げます。 

前号でお知らせしたとおり，この第 67 号から紙面での作成を行わず，電子データのみの
作成・配布となりました。歴史あるこの『学校体育必携』の新たな形として，埼玉県内全て
の先生方のみならず，全国の多くの先生方に日々の授業づくり等の参考にしていただければ
幸甚です。 

さて，令和７年度の体育・スポーツを振り返りますと，国内では同一国内の開催としては
世界初となる３回目の世界陸上競技選手権や東京 2025 デフリンピックが開催され，参加す
る選手だけでなく観客や運営に携わる多くの人にとってスポーツに触れる機会が多かった一
年となりました。埼玉県ゆかりの選手も各大会で活躍し，県民に夢と感動を与えていただき
ました。このように国際的な大きな舞台でのスポーツイベントは，次世代のこどもたちがス
ポーツの魅力に気づき，運動に親しむ大切な契機となります。こうした機会を活かし，学校
教育の現場においても，スポーツへの興味・関心を高める取組が求められています。 

また，中学生・高校生のスポーツ大会における活躍に目を向けますと，全国中学校体育大
会の陸上競技では，男子棒高跳びと男子 4×100m で日本中学新記録を樹立するという素晴ら
しいパフォーマンスを発揮されました。全国高校総合体育大会においても，優勝をはじめと
する入賞数が令和となってから最も多い年となりました。 

他方，高い競技成績を収めていただくことも素晴らしいことですが，学校部活動は，競技
力の向上だけでなく，学年を超えてチームワークやスポーツマンシップを学ぶ貴重な場です。
特に中学校の部活動において，地域クラブ活動への展開が推進されています。令和 7 年度ま
での「改革推進期間」が終了し，令和８年度からは「改革実行期間」として，地域の実情に
応じて取組を進めていただいております。学校部活動で培われた利点を継承しつつ，こども
の心身の健全な育成に資するように，地域・学校が一体となって取り組んでいただくようお
願いいたします。 

一方，学校体育におきましては，次期学習指導要領について中央教育審議会で議論が進め
られているところです。まずは現行の学習指導要領の趣旨を踏まえた授業を行い，児童生徒
にとって小学校から高等学校の⒓年間を見通した学習内容となるよう授業改善に取り組んで
いただきたいと存じます。そして，こどものスポーツへの多様な関わりをとおして「生涯を
通じて豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力」の育成に努めていただきますよ
うお願いいたします。体育の授業は，単に運動技能を高めるだけの場ではなく，こどもたち
が自らの心身と向き合い，生涯にわたって健康で活力ある生活を実現するための基礎を培う
極めて重要な学習の場です。各学校におかれましては，より一層きめ細やかで質の高い体育
授業の実現に向け，指導の充実に取り組んでいただきたいと存じます。 

同様に，埼玉県のこどもの体力に関しましては，「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」
の結果によれば，調査対象の公立小学５年生，中学２年生の男女すべての体力合計点は今年
度も全国平均を上回り，全国上位に位置しています。しかしながら，コロナ禍を経て人々の
生活様式の変化の影響から，全国的にこどもの体力がコロナ禍以前の水準には戻っていませ
ん。特に，運動習慣の二極化が顕著になっており，運動をよく行うこどもと全く行わないこ
どもの差が拡大しているという課題が見られます。次代を担う人材の育成には体力の向上も
不可欠です。こどもが自身の心身の状態を見つめ，主体的に運動に親しむことで生涯を通じ
て健康的な生活を送ることができるよう，学校の体育的活動の改善に取り組んでいただくこ
とをお願いいたします。埼玉県の課題として，「運動好きなこども」の育成が挙げられてお
り，そのための参考資料等を作成しておりますので，ぜひ御活用ください。 

なお，学校における事故防止については，怪我への対応はもちろん，猛暑や急激な天候の
変化への対応を各学校で徹底して取り組んでいただき，万が一の際には，こどもたちの安全
確保を第一とした対応をお願いいたします。こどもたちが安心・安全に活動できる環境整備
が極めて重要です。各学校におかれましては，危機管理マニュアルの定期的な見直しと，全
教職員による共通理解の下での実践的な訓練の実施をお願いいたします。 

結びに，今後も体育活動時の事故防止や体罰の根絶を含めた適切な指導がなされるととも
に，各学校における体育的活動が一層充実したものとなるよう，教職員の皆様には特段の御
協力をお願い申し上げ，巻頭の挨拶といたします。 
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本県学校体育の課題と教育行政に関する施策 

 
１ 本県学校体育の課題 
 「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」の結果によると,本県の児童生徒の体力・運動能力は，令和
７年度も小学校５年生，中学校２年生の男女ともに全国平均値を上回っております。これは，各学校に
おいて体育の授業だけでなく，学校全体として児童生徒の体力の向上に取り組んでいただいている結果
と考えております。一方，体力合計点はコロナ禍以前と比較すると全国的に低い水準となっております。
原因としては，コロナ禍における運動の機会の減少や生活様式の変化に伴うスクリーンタイムの増加等
のほか，運動を積極的にするこどもとそうでないこどもの二極化が挙げられております。 
また，本県では「運動・スポーツが好き」「やや好き」と感じている児童生徒の割合が全国平均と比

較して低い傾向となっております。こどもがスポーツに対して「する・みる・支える・知る」ことの全
ての場面で主体的に関わる資質を育成するために，学校体育の機会を大切にし，特に体育の授業を改善
していくことで「運動好きな」児童生徒を育成することが本県学校体育の課題の一つとなります。 
 部活動においては，令和７年 12 月に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総
合的なガイドライン」が「 部活動改革及び地域クラブ活動の推進等 に関する総合的なガイドライン～
子供たちのスポーツ・文化芸術活動の充実に向けて～」に改定されました。特に中学校の学校部活動の
地域展開については，国が定めた令和７年度までの「改革推進期間」が終了し，令和 8年度からは「改
革実行期間」となります。学校部活動の地域展開については，地域の実情に合わせてできるところから
推進していただくこととしていますが，県としても確実に地域展開が推進されるように，市町村の取組
を支援してまいります。 
また，高等学校における学校部活動については，先述のガイドライン及び県の方針に基づいて，適切

な運営のための体制整備や合理的で効率的・効果的な活動や適切な休養日等の設定，生徒のニーズを踏
まえた環境の整備など具体的な取組を進めていくことが求められます。そのためにも指導者が研鑽を積
み，更なる資質向上に努めることや，専門的指導力を有する外部人材の活用を一層充実させることが課
題として挙げられます。 
  
２ 教育行政に関する施策 
 埼玉県教育委員会では，令和６年度(2024 年度）に「第４期埼玉県教育振興基本計画－豊かな学びで 
未来を拓く埼玉教育－」（以下「第４期計画」という。）を策定いたしました。第４期計画では，教育
を取り巻く社会の動向や第３期計画の成果と課題などとともに，「埼玉県５か年計画～日本一暮らしや
すい埼玉へ～（令和４年度～令和８年度）」や「埼玉教育の振興に関する大綱」を踏まえ，また国の「教
育振興基本計画」も参考にしながら，ＳＤＧｓの達成年限である 2030年や，日本の高齢者人口がピーク
となる 2040年を見据えた中長期的な視点に立ち，県としての教育の目標と施策の体系を示しています。 
 第４期計画では，基本理念を踏まえ，10の目標と 29の施策と 153の主な取組を設定しています。 
（下記は体育・保健体育及び運動部活動が特に係わる目標） 
目標Ⅱ 豊かな心の育成 
  施策 ６ 豊かな心を育む教育の推進 

・持続可能な部活動の運営 
目標Ⅲ 健やかな体の育成  
  施策 10 体力の向上と学校体育活動の推進 
  ・児童生徒の体力の向上 
  ・体育的活動の充実 
  ・生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現する資質の育成 
  ・持続可能な部活動の運営（施策６の再掲） 
目標Ⅵ 質の高い学校教育を推進するための環境の充実 
  施策 17 学校の組織運営の改善 
  ・地域における子供たちの多様な活動の場と機会を提供できる環境の整備 
目標Ⅶ 家庭・地域の教育力の向上 
  施策 23 地域と連携・協働した教育の推進 
  ・地域における子供たちの多様な活動の場と機会を提供できる環境の整備（施策 17の再掲） 
目標Ⅹ スポーツの推進 
  施策 28 スポーツ・レクリエーション活動の推進 
  ・地域における子供たちの多様な活動の場と機会を提供できる環境の整備（施策 17の再掲） 
※施策 26にも「・地域における子供たちの多様な活動の場と機会を提供できる環境の整備」が掲載さ 
れています。（文化芸術活動の充実） 



学校における体育・保健体育の重点事項 

 

１ 児童生徒が主体的に学習に取り組む授業の実践 

 体育・保健体育の教員（以下，「教員」という。）は，児童生徒が生涯にわたって心

身の健康を保持増進し，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現する資質・

能力を育成するために，それぞれの単元や領域が有する特性や魅力に応じて，三つの

資質・能力をバランスよく身に付けられるようにする。 

 そのため，教員は，以下の視点を踏まえ，児童生徒が自ら進んで学習に取り組む授

業を実践していく。 

 ・小・中・高 12年間の発達段階のまとまりを考慮し，指導内容の明確化と体系化を図

り，指導計画や学習過程を工夫する。 

 ・児童生徒が，一人一人の能力・適性等に応じた課題を持つことができるように，課

題解決に必要な学習の場を工夫する。 

 ・指導したことに対して，適切な評価を行い，次の指導等に生かす。 

 

２ 体育・健康に関する指導の充実 

 教員は，健やかな体と豊かな心を持つ児童生徒を育成するために，学習指導要領第

１章総則第１款２（３）「学校における体育・健康に関する指導」の趣旨及び以下の

視点を踏まえ，体育・健康に関する指導を教育活動全体の計画に位置付け，全教職員

の共通理解の下，体育・健康に関する指導を積極的に行う。 

 ・地域や学校の実態を十分考慮して，活動時間や活動内容などを工夫する。 

 ・体育施設・設備の計画的な整備及び現有施設・設備の有効かつ適切な活用に努める。 

 

３ 体育的活動時における安全教育と安全管理の充実 

 教員は，児童生徒が運動・スポーツを安全に行うために，児童生徒一人一人が常に

健康・安全に留意して，学習する態度を身に付けられるようにする。 

 また，教員は，施設・設備の日常的，定期的な安全点検と，それに伴う事後措置を

確実に行うとともに，事故発生時に適切な対応ができる緊急体制を確立する。 

 

４ 組織的，計画的な研修の推進 

 教員は，指導を効果的に進めるために，体育・保健体育に関する知識や技能等を確

実に身に付け，指導と評価の充実を図り，改善を繰り返し行う。 

 そのために，教員は校内における組織的，計画的な研修を推進するとともに，校外

の研修会・講習会等に積極的に参加し，その内容を校内に伝達するように努め，指導

力の向上を図る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

          

                                  
 

 

 

                      

 

 

 
 

                                        

 

     

 

 

 

 

 

令和８年度 指導の重点 

小学校 体育・中学校 保健体育 

 
◇本年度の重点 
(1) 資質・能力の三つの柱の育成がバランスよく 
  実現できる学習過程を工夫し，運動の楽しさや 
  喜びを味わえる授業の実践 
(2) 健康・安全について，小学校では，基礎的・基 
  本的な内容を実践的に理解できるようにし，中 
  学校では，科学的に理解できるようにする保健 
  領域（保健分野）の実践  
(3) ＩＣＴを効果的に活用した授業の実践 
 

◇現状と課題 
・運動の特性や魅力を十分に味わうこ
とのできる授業実践 

・指導内容の明確化を図るとともに，
発達の段階を踏まえた指導と評価
の計画の作成 

・運動領域（体育分野）と保健領域    
（保健分野）を関連させた指導の充実 
・体育的活動時の事故防止 
 

(1) 資質・能力の三つの柱の育成がバランスよく実現できる学習過程を工夫し，運動の楽しさや喜 
  びを味わえる授業の実践 
  ・学校や地域の実態及び児童生徒の心身の発達の段階や各学校種間の関連を十分考慮し，２学年

間や小学校６年間，中学校３年間の見通しを立てて指導計画を作成し見直しを図る。 
  ・指導内容の明確化を図り，それらが確実に身に付くような指導方法を工夫する。 
  ・指導内容の定着を確実に評価する方法と，評価を次の指導に生かす方法を工夫する。 

・体育と保健を一層関連させて指導する。 
(2) 健康・安全について，小学校では基礎的・基本的な内容を実践的に理解できるようにし，中学 
  校では科学的に理解できるようにする保健領域（保健分野）の実践 
  ・小学校では「身近な生活における健康・安全に関する基礎的な内容」，中学校では「個人生活

における健康・安全に関する内容」を取り扱う観点を踏まえ，系統性のある指導ができるよう
に，指導内容を明確にする。 

  ・健康・安全に関心をもてるようにし，健康・安全に関する課題を解決する学習活動を取り入れ
るなど，指導方法を工夫改善する。 

(3) ＩＣＴを効果的に活用した授業の実践 
   ・ＩＣＴを活用して個別最適な学びと協働的な学びの充実を図る。 

・ＩＣＴを活用して動きや考えを可視化し，課題の発見・共有・改善につなげる授業を展開する。 
   

高等学校 保健体育 

 ◇本年度の重点 
⑴ 学習指導要領の趣旨に則った指導計画の作成
と指導と評価の改善 

⑵ 「主体的・対話的で深い学び」の実現の推進 
⑶ ＩＣＴを効果的に活用した授業の実践 
 

◇現状と課題 
・12 年間の系統性を踏まえた指導内容
の見直し 

・体育と保健の関連を図った指導の充実 
・体育的活動時の事故防止 
・ＩＣＴを活用した学習内容や学習カー
ドの充実 

 
(1) 学習指導要領の趣旨に則った指導計画の作成と指導と評価の改善 

   ・体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過

程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポ

ーツライフを継続するための資質・能力を育成することを目指す。 

   ・運動の領域等学習内容の取扱いについては，生徒が選択して履修することができるよう配慮す

るとともに，「共生」の視点を踏まえ男女共習を原則とした指導方法の工夫を図る。 

   ・三つの資質・能力を育成する指導内容を明確にし，運動の楽しさや喜びを味わうことができる

よう授業の改善を図りながら，バランスよく評価する。 

   ・健康の保持増進と体力の向上に係る必要性について理解を深められるようにし，自己の状況に

応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現の推進 
  ・体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様な楽し

み方にふれることができるように学習内容を工夫・改善するとともに，社会で実践することが
できるよう配慮する。 

  ・「体育」と「保健」の内容を関連付け，運動・スポーツと健康な生活との関わりを深く理解し
たり，心と体が密接に関連していることを実感したりできるよう留意する。 

(3) ＩＣＴを効果的に活用した授業の実践 

   ・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るためＩＣＴを活用した授業を展

開する。 



 

 

 

 

１．はじめに 

体育授業の導入場面で行われる準備運動は，授業の開始に当たり，日常的に実施されている活動で

ある。しかしながら，その目的が「体を動かすこと」にとどまり，主運動との関連が十分に意識され

ないまま実施されている場面も見受けられる。 

 また，県内の授業で見られる準備運動として行われている集団走及び徒手体操の活動についても，

その教育的意義やねらいが，教員と児童生徒の間で十分に共有されないまま，慣例的・形式的に実施

されている場合がある。領域・単元の特性や活動の目的など学習上の位置付けを改めて問い直すこと

は，授業改善を図る上で重要である。 

準備運動は，本来，安全に運動に取り組むために身体の状態を整えるとともに，これから始まる主

運動に向けて，児童生徒の気持ちや意識を運動へと向けていく役割を担っている。すなわち，主運動

そのものを学習する活動ではないが，主運動に向けた「学習への心身の構えづくり」として重要な教

育的意義をもつものである。 

感覚つくりの運動は，もともと器械運動領域において，技に直結する動きや身体感覚を高める活動

として用いられてきた用語である。埼玉県の体育実践においては，この考え方を全ての運動領域に通

じる視点として位置付け，主運動に直結する動きや身体感覚を高める活動として実践が積み重ねられ

てきた。 

このように，準備運動と感覚つくりの運動は，その機能は異なるものの，いずれも導入段階におい

て主運動に向けた「心身の構えづくり」を支える活動である。両者を適切に構成することにより，主

運動へ質を高めながら円滑に接続し，課題解決をより確かなものとすることが可能となる。 

本特集では，授業の導入段階で扱われる「準備運動」及び「感覚つくりの運動」に着目し，その役

割や学習過程における位置付けを再整理するとともに，主運動の学びをより充実させるための在り方

について考えていく。 

 

〈特集〉 

準備運動と感覚つくりの運動を問い直す 
 



２．授業の「導入」について見直す 

指導案に示されるように，授業は一般に「導入・展開・整理」の三段構造で構成されている。しか

し重要なのは形式ではなく，本時のねらいに向けた学習過程をいかに構造化するかである。 

導入段階は，主運動の学びを方向付ける重要な場面である。ここで形成される学習への心身の構え

が，その後の主運動の質を左右する。したがって，導入は展開の前段階として切り離して捉えるので

はなく，主運動へと連続する活動内容として位置付ける必要がある。 

主運動は，身体を通して課題を解決する学習の中核を担う活動である。導入が適切に構成されるこ

とにより，主運動への移行が円滑となり，課題解決はより確かなものとなる。 

このように，導入を単なる準備時間として扱うのではなく，主運動の学びを方向付ける構造的な場

面として再整理することが，体育授業の質の向上につながる。 

 

３．主運動に向けた「心身の構えづくり」を担う準備運動 

準備運動が単元が変わっても同一の内容で繰り返されたり，主運動との関連が十分に意識されない

まま実施されたりすると，活動は形骸化する恐れがある。準備運動は画一的な徒手体操や補強運動等

ではなく，本時の主運動に向けた心身の構えを形成する活動として，意図的に構成される必要がある。 

準備運動は，児童生徒の発達の段階に応じて工夫されることが求められる。一般に，体育授業にお

ける準備運動には，①心臓や肺の機能を高めること，②筋の活動範囲を広げておくこと，③学習に向

けた意欲を高めること，という三つの要素があるとされている。これらを踏まえ，小学校段階では，

教師の支援のもとで主運動に向けた身体の準備や動きへの気付きを促すことを重視する。 

中学校や高等学校の段階では，主運動で用いる動きや技能のポイントを意識しながら，準備運動や

自己が取り組む補助運動を選ぶなど，主体的に構成する姿へと高めていくことが重要である。 

また，ボール運動系や球技においては，個人の身体的準備にとどまらず，チームとしてどのような

連携や役割が求められるのかを共有しながら取り組むことが，主運動に向けた心身の構えを集団とし

て形成することにつながる。特に中学校・高等学校では，仲間と対話しながら準備運動を構成するな

ど，協働的な学びへと発展させる視点も重要である。 

 

４．主運動につながる運動＝感覚つくりの運動 

近年，国においても，導入場面を主運動との関連の中で捉える視点として，「主運動につながる運

動」という考え方が示されている。導入段階の運動を主運動と切り離された前段階として扱うのでは

なく，主運動の学習過程の一部として位置付け，その役割や意図を明確にすることが重視されている。 

右下の表は，各運動領域において国で用いられている記述の一例（小学校）である。このように，

各運動領域においても，導入段階の活動は主運動との関連の中で位置付けられていることが分かる。 

埼玉県がこれまで重視してきた「感覚つくりの運動」は，主運動に直結する動きや身体感覚を高め

る活動として実践が積み重ねられてきたも

のである。この視点は，国が示す「主運動に

つながる運動」という考え方と方向性を共有

していると捉えることができる。 

今後は，「感覚つくりの運動」を「主運動に

つながる運動」として再整理して，役割を明

確に位置付ける。 

運動領域 国で用いられている主な記述 

体つくり運動系  

器械運動系 主運動につながる運動（遊び） 

陸上運動系 主運動につながる運動（遊び） 

水泳運動系 水慣れ 

ボール運動系 ゲームにつながる運動（遊び） 

表現運動系 心と体をほぐす 

スポーツ庁：小学校体育（運動領域）指導の手引 ～楽しく身に付く体育の授業～ から用語を整理 



５．主運動に向けた「心身の構えづくり」の児童生徒の実態に応じた工夫 

準備運動及び主運動につながる運動を導入として効果的に機能させるためには，運動の特性を十分

に理解した上で，児童生徒の発達の段階や心理的状態，学級の実態を踏まえた工夫が不可欠である。   

導入は短時間であるが，この段階の構成が主運動への移行の円滑さや学習の深まりを大きく左右す

る。 

準備運動は，安全に運動に取り組むために身体の状態を整えるとともに，これから始まる主運動に

向けて，児童生徒の気持ちや意識を運動へと向けていく役割を担っている。気温や湿度，体調，疲労

の状況，学級の雰囲気などを踏まえて強度や内容を調整することで，けがの予防と集中の高まりにつ

なげることができる。また，主運動と共通する動きの要素を取り入れることで，児童生徒が主運動へ

の見通しをもてるようにすることも重要である。 

主運動につながる運動は，主運動で必要となる動きや身体感覚に事前に触れさせる活動である。活

動の意図を明確にし，主運動との関連を意識させることで，児童生徒は「何のために行うのか」を理

解しながら主体的に取り組むことができる。 

発達の段階に応じた工夫も重要である。小学校低学年では，安心して体を動かせる雰囲気づくりを

重視し，動くことの楽しさや心地よさを味わえる活動を中心に構成する。中学校・高等学校では，特

に仲間と対話しながら準備運動を構成するなど，協働的な学びへと発展させる視点も重要である。 

このように，導入段階において教師主導の活動から集団での工夫，さらに児童生徒主体の構成へと

段階的に移行させていくことが，主運動への円滑な接続と学習の深化を支える基盤となる。準備運動

及び主運動につながる運動の役割を整理した上で，児童生徒の実態に即した工夫を重ねることが，授

業全体の質の向上につながる。 

 

 

 

 

 



６．主運動につながる運動を生かした授業づくりの視点（単元の流れを踏まえて） 

主運動につながる運動は，毎時間同じ内容や時間配分で行わなければならないものではなく，単元

の進行に応じて扱う内容や活動の位置付け，時間の長さを変えていく必要がある。単元の導入段階で

は，主運動に対する不安を軽減し，必要な動きや感覚に幅広く触れさせる活動を中心に構成すること

で，学習への入口をつくることが重要となる。 

一方，単元が進むにつれて，主運動につながる運動は，主運動の学習内容とより密接に関連付けて

構成されていく。主運動で求められる動きや技能が明確になってくる段階では，必要な感覚や動きを

絞り込み，短時間でも主運動に直結する活動として位置付けることで，学習の焦点を明確にすること

ができる。このように，主運動につながる運動を単元全体の流れの中で捉えることが，効果的な授業

づくりにつながる。 

さらに，主運動につながる運動を工夫することにより，児童生徒の運動に対する不安を軽減したり，

動きに慣れたり必要な感覚を高めることができる。仲間と関わり合いながら取り組む活動や，自分た

ちで動きや内容を考える場面を取り入れることで，主運動に向かう意識や学習への主体性を高めるこ

とも可能となる。 

このように，主運動につながる運動を単元の一時間一時間の導入として固定的に捉えるのではなく，

単元全体の構成の中で柔軟に位置付けることが重要である。主運動につながる運動を主運動の学びと

一体的に構成することで，授業の流れに一貫性が生まれ，児童生徒が「何のためにこの活動を行うの

か」を理解しながら学習に取り組むこ

とができるようになる。そのことが，

主運動の学びをより深め，授業全体の

質を高めることにつながる。 

 

 

 

７．主運動につながる運動の実践事例と構成する視点 

主運動につながる運動は，特定の運動領域に限って行われるものではなく，主運動を見据えて構成

するという考え方のもと，各運動領域の特性に応じて工夫されるものである。本章では，運動領域の

異なる実践事例を通して，主運動につながる運動をどのような視点で構成すればよいのかを整理する。 

（1）小学校段階〔陸上運動系〕 

― 動きの感覚やリズムに着目した主運動につながる運動 ― 

陸上運動系では，走・跳・投といった基本的な動きそのものが主運動となるため，主運動につなが

る運動においては，記録や成果を意識させるのではなく，動きの感覚やリズムに着目した活動を構成

することが重要である。  

例えば，走の運動では，スピードを競う前に，走るリズムを変えたりスタートの仕方を工夫したり

する活動を取り入れることで，自分の体の動きに意識を向けさせることができる。また，跳や投の運

動においても，助走の感覚や力の入れ方を試す活動を通して主運動に必要な感覚に事前に触れさせる

ことが考えられる。 

このように，主運動につながる運動をとおして動きの感覚を豊かにすることで，児童は主運動に対

する見通しをもち，主体的に学習に取り組むことができる。 

 

高等学校ハンドボール単元における主運動につながる運動の構成例 



（2）小学校段階〔表現運動系〕 

― 心と体をほぐし，動きを引き出す主運動につながる運動― 

表現運動系では，動きの正確さや技能の習得よりも，動きのイメージや表現の広がりが主運動の中

心となる。そのため，主運動につながる運動においては，心と体をほぐし，安心して動きを試せる雰

囲気をつくることが重要である。 

例えば，音や言葉から動きをイメージする活動や，空間の使い方を変えながら体を動かす活動を導

入として位置付けることで，児童は自分なりの動きを表現しやすくなる。こうした活動は，主運動で

求められる「動きをつくる」「感じたことを表す」といった学習へと自然につながっていく。 

表現運動系における主運動につながる運動は，特定の動きを教えるためのものではなく，主運動に

向かう心の準備や動きへの抵抗感を和らげる学習として位置付けることが重要である。 

（3）中学校段階〔ネット型〕 

― 主運動の動作を見据えた主運動につながる運動 ― 

中学校段階では，主運動における技能や動作がより明確になることから，主運動につながる運動に

おいても，主運動で求められる動作や感覚を意識した構成が求められる。 

例えば，バレーボールの学習でアタック動作につなげたい場合，主運動で必要となるのは，ジャン

プして空中でボールを捉え，適切なタイミングで腕を振り下ろすといった一連の動きである。そこで，

仲間から投げられたボールをキャッチする活動から始め，次第に平手でボールをはじく活動へと発展

させることで，腕の振り下ろし動作やタイミングの感覚に触れさせることができる。 

さらに，ジャンプして最高到達点でボールに触れる活動を取り入れることで，主運動に必要な空間

認知や身体操作の感覚がより明確になる。このように，主運動で求められる動作や感覚を分析し，事

前に触れられる活動を構成することが，主運動への円滑な移行につながる。 

（4）高等学校段階〔主体的な構成〕 

― 生徒が主運動を見据えて構成する主運動につながる運動 ― 

高等学校段階では，主運動につながる運動を，教師が一方的に提示するのではなく，生徒自身が主

運動の特性を踏まえて構成する学習へと発展させていくことが重要である。 

例えば，球技におけるネット型やゴール型の運動において，主運動でどのような動きや判断が必要

になるのかを生徒同士で話し合い，「そのためにどのような運動を行えばよいか」を考えながら，主運

動につながる運動を試行する場面を設定する。こうした学習を通して，生徒は主運動を自分たちの課

題として捉え，主体的に学習に取り組むことができる。 

主運動につながる運動を，生徒の思考や判断を生かした学習として位置付けることが，高等学校段

階における授業づくりの重要な視点となる。 

（5）主運動につながる運動を構成する視点 

主運動につながる運動は，運動領域や学校段階によって具体的な内容は異なるが，技能構造やゲー

ムの構造等を踏まえ，ねらいを明確にした課題の設定や，技能の習得を促すための場や条件の工夫を

行うことが求められる。 

また，その効果を最大限に生かすためには，その運動を設定した理由やねらいを児童生徒と共有す

ることが重要である。さらに，前時までの課題と関連付けるなど，児童生徒が主運動とのつながりを

実感し，必要感をもって取り組めるようにすることが大切である。 

加えて，学習の進行に伴い課題が変容することを踏まえ，主運動につながる運動についても，内容

や扱う時間を柔軟に調整することが重要である。 



８．参考資料 

主運動につながる運動を構想するにあたっては，各学校・各教師がこれまでの実践の蓄積を生かし

ながら工夫していくことが基本となる。なお，従来から実践されてきた「体ほぐしの運動」の中にも，

主運動につながる視点をもって位置付け直すことで有効に活用できる運動がある。既存の実践を否定

するのではなく，ねらいを明確にして再構成することが重要である。 

その上で，導入場面の在り方や主運動とのつながりを考える際の共通理解を支える資料として，公

益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）が発行しているデジタルブック「～主運動につながる運動遊び

～」を活用することも有効である。 

本資料は，体育の導入場面において，子供が楽しみながら体を動かし，走る・跳ぶ・投げるといっ

た基本的な動きを自然に引き出すことをねらいとして構成されている。特に，短時間で取り組める運

動遊びが多く紹介されており，主運動につながる運動を導入に位置付ける際の具体的なイメージをも

つための手がかりとなる。また，主運動とのつながりや，伸ばしたい動き・能力の視点から整理され

ている点は，教師が授業における意図に応じて活動を選択・アレンジする上で参考になる。 

さらに，各運動遊びには工夫例が示されており，児童生徒の実態や単元の進行段階に応じて，負荷

や活動内容を調整できる構成となっている。このことは，本特集で繰り返し述べてきた「主運動を見

据えた意図的な導入」という考え方とも合致するものである。資料をそのまま活用するだけでなく，

紹介されている視点を手がかりに，各学校の実態に応じた主運動につながる運動を構想していくこと

が重要である。 

本資料は，下記二次元コードから閲覧することができ，動画による解説も含まれている。教師自身

が授業づくりの参考とするだけでなく，児童生徒に紹介し，自ら運動遊びに親しむきっかけとして活

用することも期待される。 

準備運動や主運動につながる運動は，決して形式的に行うものではなく，主運動の学びを支え，授

業全体の質を高める重要な導入である。本特集が，各学校において導入場面の在り方を見直し，子供

たちが意欲的に運動に向かう体育授業を構想する一助となることを願いたい。 

 

 

 

  

二次元コード 

主運動につながる運動あそび 

https://www.japan-sports.or.jp/medicine/news/tabid887.html?itemid=5164


 

 

小学校体育科では,「体育や保健の見方・考え方を働

かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通

して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身

の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現する

ための資質・能力を育成する」ことを目指している。 

授業の実践に当たっては，全ての児童が運動の特性

や魅力，発達の段階に応じた楽しさや喜びを味わいな

がら，自己の伸びや成果を積み重ねていく学習を展開

することが重要である。そのために，各単位時間のつ

ながりを意識した学習過程を編成し，魅力ある教材の

設定，授業者の教師行動の工夫を行い，評価規準の作

成と整備・活用，指導計画の作成と整備・活用を図り

ながら学習指導のさらなる改善と充実を図ることが重

要である。 

そして，「めあてをもって進んで運動 仲間と学ぶ 

喜びあふれる体育・保健体育授業」を日々実践してい

くことで，運動することに喜びを感じ，運動好きな児

童を育てていきたい。 

令和７年度の課題 

 

 

 

 

 

１ やって楽しく，わかって，できる体育の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「小学校体育に関する調査」から 

〇授業実践後，次年度に向けて指導計画の修正をしている学校 

                    678校(100％） 

〇単元ごとの具体的な指導計画を作成している学校 

              82.6%（昨年度79.9%） 

〇単元の評価規準を作成している学校 

              88.9%（昨年度86.5%） 

※内容のまとまりごとの評価規準作成状況は 100% 

(2)「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」から 

【学校質問紙】 

〇授業の冒頭で，その授業の目標（めあて・ねらい等）を示している。     

本県99.6%（全国98.7%） 

〇授業の最後に，その授業で学習したことをふり返っている。 

                    本県99.5%（全国96.9%） 

〇児童同士で助け合ったり，役割を果たしたりする活動を取り入れている。  

本県98.8%（全国98.6%） 

【児童質問紙】 

〇体育の授業では，進んで学習に参加しているか。 

 本県男子95.5%(全国94.3%) 本県女子93.8%(全国92.1%) 

〇体育の授業で，友達と助けあったり，教え合ったりして

学習し「できたり，わかったり」することがあるか。 

 本県男子88.6%(全国86.8%) 本県女子89.7%(全国87.5%) 

 成 果  

１ やって楽しく，わかって，できる体育の実現 

２ 日常生活の中で運動習慣を育む取組の推進 

３ 安全対策の徹底と学習規律及び安全意識の重視 

学校体育の課題と努力事項 

小学校体育 

(3)「令和７年度小学校体育授業研究会」等から 

〇授業の導入が主運動に的確につながっている授業

が多く見られた。 

〇勝敗を受け入れる児童の姿が印象的で，丁寧な指導

がうかがえた。 

〇児童の挑戦や失敗を受け入れる温かな言葉かけ，対

話を通じて意欲を高める活動が取り入れられ，授業

者の笑顔が印象的な授業が多かった。 

 

 

 
「

【体力合計点及び児童質問紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童質問紙】 

 体育の授業は楽しいか。 

    

 94.3 94.6 - 0.3 

 87.8 88.1 - 0.3 

 

 現 状  

図１ 体力合計点と運動・スポーツ好意度の関係 

(1) 児童にとって楽しい授業づくり 

体育の授業において「楽しい」と感じることは，

児童が進んで運動に親しむ基盤となる。運動の特

性や魅力を味わわせる授業づくりを通して，すべ

ての児童に「楽しい」を実感させる授業の充実を

図ることが重要である。 

(2) わかる・できる授業づくり 

体育の授業において「わかる・できる」を重

視することは，児童が運動の意義を理解し，主

体的に学習に取り組むことにつながる。児童一

人一人が達成感を得られるよう，学習過程を意

識した授業設計の一層の工夫が求められる。 

 課 題  

表１ 楽しい・やや楽しいと回答した割合 
 



２ 日常生活の中で運動習慣を育む取組の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安全対策の徹底と学習規律及び安全対策の重視  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「独立行政法人日本スポーツ振興センター資料」から 

○R6の体育的活動の事故件数 5,375件（116件減） 

○R6の体育授業中の事故件数 5,040件（ 73件減） 

○学校管理下の事故における体育的活動の事故の

割合             36.3％（0.5p増） 

○体育的活動の事故における体育授業中の事故の

割合             87.9％（3.9p減） 

 

１ やって楽しく，わかる・できる体育の実現 

２ 日常生活の中で運動習慣を育む取組の推進 

３ 安全対策の徹底と学習規律及び安全教育の重視 

「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」から 

○体力合計点（スポーツ庁が示す基準に基づき，年齢と項

目別の記録に応じて点数化した８項目の合計点の平均） 

本県男子54.86(全国53.02)  

本県女子56.59(全国53.97) 

○肥満傾向児(高度肥満，中度肥満，軽度肥満の児童

の割合を合わせたもの) 

本県男子12.0%(全国12.7%) 本県女子9.0%(全国9.4%) 

「令和７年度新体力テスト」から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」から 

１週間の総運動時間６０分未満の割合     

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

１週間の総運動時間 

性別 埼玉県平均（分） 全 国 平 均 （ 分 ） 差 異 （ 分 ） 

男子 511.73 524.14 -12.41 

女子 298.22 315.80 -17.58 

 

図２ 新体力テスト総合評価Ａ＋Ｂ＋Ｃの割合 

図５ R6小学校学校管理下の事故件数（災害申請件数） 

(1) 安全対策の徹底 

事故の未然防止と発生時の適切な初期対応，

全職員の役割分担の明確化が課題である。マ 

ニュアルの共有や「体育授業・運動部活動にお

ける事故防止の５則」の徹底を図り，安全な運

動環境の整備を進める必要がある。 

(2) 学習規律の確立及び安全教育の重視 

適度な緊張感の中で集中して運動に取り組め

る環境づくりが課題である。また，運動中の潜

在的な危険を理解し，自らの行動を調整できる

ような指導が必要になってくる。 

 

 成 果  

 現 状  

 現 状  

 課 題  

 令和８年度の課題  

以上のことから，本年度の課題を次のとおりとする。 

図３ 学校の体育授業以外における１週間の総運動時間が
60分未満の割合 

   （小５男子・女子） 

や家庭との連携を通じた運動機会の確保が求め

られる。学校全体での取組を通じて，日常生活

における運動習慣の定着を目指す必要がある。 

 

 

 

 

 

(1) 運動習慣の確立 

体育授業以外の運動習慣が依然として課題で

あり，休み時間や放課後の自主的な運動，地域 

 課 題  

図４ R6小学校体育授業中の事故件数の推移 

（令和５年度比） 

表２ 学校の体育授業以外における１週間の総運動時間 
   （小５男子・女子） 

小学５年男子 

小学５年女子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポ イ ン ト 

埼玉県の小学校体育科の現状は，児童の体力や運動技能が全国平均と比較して高い水準にあり，体育の授業

に対する肯定的な意識も着実に定着しつつある。令和7年度の調査においては，「体育の授業が楽しい」と感じ

た児童の割合は全国平均をやや下回ったものの，依然として高い水準を維持している（p.10 表1参照）。 

一方で，「運動が好き」と回答した児童の割合には依然として課題が見られ，体育の授業と日常生活とのつな

がりを意識した取組が今後より一層求められる。 

こうした現状を踏まえ，児童一人一人が運動の楽しさや価値を実感し，運動に親しむ資質・能力を育成してい

くためには，日々の授業改善と工夫の充実が不可欠である。 

その視点から，下図（図１）のレーダーチャートに着目したい。これは，「令和7年度全国体力・運動能力，

運動習慣等調査」における学校質問紙の回答結果であり，質問項目「体育の授業で大切にしていること」（複数

回答）への回答を示したものである。 

本県では，「体を動かすことの楽しさを実感させる」（98.9％），「運動量を確保する」（90.9％），「仲間と協

力して課題を解決させる」（89.1％）といった項目に多くの教員が意識的に取り組んでいる様子がうかがえる。 

一方で，「体育で学習したことを実生活で生かせるようにする」（34.3％）や「運動領域と保健領域の関連を

図る」（26.1％），「体育や保健の見方・考え方を働かせるようにすること」（44.8％）といった項目は相対的に

低い傾向が見られる。これは，児童にとって体育の学びが「楽しさの体験」にとどまり，運動の意義や価値をよ

り深く実感するに至っていない可能性を示唆している。 

このことから，単に運動を行うことに焦点を当てるのではなく，「またやってみたい」と児童が感じるような

体験をさせることや，体育が生活に役立つ学びであるという認識の育成が重要である。 

 

「令和７年度全国体力・運動能力，運動週間等調査」【学校質問紙】 

やって楽しく わかる・できる体育授業の実現 

課題１ 

令和８年度の課題と努力事項 

 

図１ 体育の授業で大切にしていること 



(1) 苦手意識をもたせない授業づくり 

児童一人一人の運動経験や身体的特性には幅があり，体育の授業に対して苦手意識を抱く児童も少なくな

い。そのため，すべての児童が安心して取り組める授業づくりが重要となる。 

特に，苦手意識をもたせないためには，「スモールステップ（段階的な学習）」の視点を取り入れた指導が

効果的である。児童が自分の成長を実感しやすいよう，小さな目標を設定し，成功体験を積み重ねること

で，運動への意欲や自信が育まれる。また，児童同士の協力や励まし合いを通じて，仲間の存在に支えられ

る経験をさせる機会を意図的に設けることも大切である。 

さらに，教員による温かな言葉かけや個別に応じたフィードバックは，児童の挑戦を後押しし，「できた」

「またやってみたい」という気持ちを育てる。こうした視点を具体的に授業へ取り入れるためには，指導内

容や教師の関わり方にいくつかの工夫が必要である。以下に，苦手意識をもたせない授業づくりの工夫例を

示す。 

苦手意識をもたせない授業づくりの工夫（例） 

観 点 教師の工夫・配慮 児童の変化・ねらい 

①小さな目標の設定 活動を段階的に分け，「できそう」と思

えるようにする。 

参加への心理的ハードルが下が

り，自信をもって取り組める。 

②成功体験の演出 難易度調整や補助を行い，達成しやす

い活動場面を工夫する。 

成功の経験を重ね，「やればでき

る」という意識が育まれる。 

③振り返りの共有 活動後に「できたこと」「頑張ったこ

と」を言葉にする機会をつくる。 

自分の成長に気付き，自己肯定感

を高める。 

④次のチャレンジへつなぐ 達成した内容を踏まえて，次の活動へ

の橋渡しを行う。 

次の課題を見据える力が育ち，学

びが継続的になる。 

(2) 体育で実践したことを実生活に生かせるようにする授業づくり 

 児童が体育の学びをとおして得た知識や技能を日常生活の中で主体的に活用できるようにすることは，体

育科における重要な目標の一つである。「体育が生活に役立つ教科である」と実感させる授業の構成は，児童

の学びを深めるとともに，運動への継続的な関心や習慣の形成にもつながる。 

例えば，体育で学んだ運動や技能を日常生活に応用できるような場面を提示したり，授業内で使用した教

材・教具を休み時間や家庭でも使えるように工夫するなど，体育が「学校だけの学び」にとどまらないよう

にする取組が求められる。 

このように，学びを生活とつなげる視点をもった授業づくりは，児童の「運動が好き」という意識の形成

にも貢献する。授業中の活動が「またやってみたい」と思えるような体験となり，日常生活に自然と広がる

ような意図的な構成が今後ますます重要となる。 

 実生活への接続を図る実践例 

 授業の中で扱った教材を家庭や日常生活にも広げていく工夫として，例えば「新聞紙ボール」を活用した

ベースボール型の学習がある。児童が自分専用の新聞紙ボール（マイボール）を作成し，家庭に持ち帰るこ

とで，家族とキャッチボールを行うなど，運動の継続や家庭とのつながりを促進した実践である。 

このように，授業の活動を学校の外へと“持ち出す”意図的な活動により，児童の運動への関心を高める

だけでなく，「体育が生活に役立つ学びである」という実感を伴った理解にもつながる。こうした実践は，

授業内の学びと生活の接続を図るうえで，今後ますます重要となる。 

 単元計画を作成する際には，令和4年3月に作成された「運動好きな児童生徒育成リーフレット」（二次元

コード①）および「運動好きな児童生徒育成のための授業動画」（二次元コード②）を積極的に活用された

い。 

  

 

 

二次元コード①リーフレット 二次元コード②全編動画 

運動好きな児童生徒育成検討委員会作成 

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/212446/syou.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=OF9vf5YzBXY
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/undozuki/ikusei.html


(3) 運動領域と保健領域の関連を図る授業づくり 

運動領域と保健領域の学びを関連づけることは，児童が身体や心の働きへの理解を深め，日常生活の中で

主体的に健康を維持・増進しようとする資質・能力を育むうえで極めて重要である。「けがの防止」「体の発

育・発達」「心の健康」などの保健の内容と，各運動領域での実践を有機的に結びつける授業づくりが求めら

れる。 

たとえば「けがの防止」と関連づける際には，体育の授業で使用する用具や場の安全確認，準備運動・整

理運動の意義を児童に理解させることが重要である。実際の運動の場面で，「どこで，どんなけがが起きやす

いか」といった視点を持たせることで，児童は自ら危険を予測し，安全に行動する力を身に付ける。 

また，「体の発育・発達」との関連では，自分の身体の変化や成長段階を実感しながら，無理のない運動負

荷の調整や適切な生活習慣の意識づけにつなげることができる。これは，体育の授業中に自分の体調や動き

やすさを振り返る活動を取り入れることで，より深い理解を促すことが可能である。 

「心の健康」については，運動を通じてストレスの発散や気持ちの安定が図れることを児童が体感するこ

とが大切である。友達との協力・対話の中で，自己肯定感や他者理解を育む体育の学習は，まさに心の健康

と直結している。 

このように，保健と体育を単元ごとに独立させるのではなく，「健康的な生活を支える一体的

な学び」として統合的に構想する授業を今後も積極的に展開していくことが求められる。 

教育課程実践事例集の中に，「運動領域と保健領域との関連を図った指導の事例」があるので

参考にされたい。 

  

(4) 体育や保健の見方・考え方を働かせるようにする授業づくり 

 体育科における学びでは，児童が運動や健康に関する「見方・考え方」を働かせながら，学びを自分自身

の生活や生き方と結びつけて捉えていくことが求められている。ここでいう「見方・考え方」とは，単なる

知識や技能の習得にとどまらず，運動やスポーツを多面的・多角的に捉える視点や，健康に関する課題を主

体的に解決しようとする態度を含むものである。 

体育科では，「する」「みる」「支える」「知る」といった多様な関わり方を通して，運動やスポーツの本質

や楽しさに迫る学習活動が重視されている。児童一人一人の適性や特性に応じて，活動を観察したり，記録

したり，仲間を励ましたりすることで，運動に多様に関わる力を育てることができる。これにより，運動の

仕組みや技の工夫に気付き，学びを自分の言葉で表現する力が培われる。また，課題に対して粘り強く取り

組む中で，「なぜうまくいったのか」「どうすればもっとよくなるのか」といった振り返りの活動を繰り返す

ことで，児童の思考力や判断力も高められていく。 

保健領域においても，「見方・考え方」を働かせることが重視されている。特に，現代社会における健康課

題の多様化・複雑化に対応するためには，児童が自ら課題を見付け，正しい情報をもとに意思決定し，行動

に移す力を育てることが求められる。例えば，「けがの防止」や「心の健康」などの単元では，児童の生活実

態に即して「どうしてけがが起こるのか」「どんなときに不安になるのか」といった問いを立て，問題の原因

や背景を探る学習が展開される。そうしたプロセスを通して，児童自身が自分の健康に関心を持ち，適切な

判断を下す力を身に付けていく。 

このような授業づくりを支えるためには，児童の疑問や気付きを丁寧にすくい取り，考えを深める機会を

日常的に設けることが重要である。教師は，単に正解を教えるのではなく，児童の考えを引き出し，多様な

視点に触れさせることで，「なるほど，そういう見方もあるんだ」と思えるような学習環境を整えることが

求められる。 

また，道徳や総合的な学習など他教科等との連携も効果的であり，体育や保健の学びが「よりよく生きる

力」へとつながるよう工夫することが求められる。 

こうした授業を通じて，児童が体育や保健の学びを“自分ごと”として捉え，価値や意味を実感できるよう

な学習の充実が重要である。 

 

二次元コード③ 

教育課程実践事例集 小学校 

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/213309/r4syougakkoutaiikujirei5.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 体育授業と授業外の相乗効果を意識する 

近年，児童の運動習慣の定着には，学校の体育授業にとどまらず，家庭や地域と連携した継続的な取組が不

可欠となっている。特に，「1週間の総運動時間が 60分未満の割合」は全国平均を上回っている現状からも，

日常生活の中で児童が自発的に体を動かす機会を増やす工夫が求められる。 

その一助として，埼玉県では，家庭で気軽に取り組める内容を紹介した「家庭でできる運動

紹介動画」（二次元コード④）を作成・公開している。これらの動画は，児童自身が自宅で実践

しやすいように工夫されており，家族と一緒に楽しめる運動も含まれている。授業で扱った運

動内容との接続を意識しながら，家庭での運動機会を自然に広げるための補助的な教材として，

各校の実情に応じて紹介・活用いただければ幸いである。 

 

 

 

 

 

(1) 安全意識の重視 

児童が運動中に潜在する危険を理解し，自ら行動を調整できる力を育成するためには，授業の中で安全に対

する意識を高めていくことが重要である。例えば，雨天後の運動においては，児童が自ら鉄棒の握り部分や支

柱の状態に目を向け，雨水や泥の付着の有無を確認し，必要に応じて拭き取るなどの経験が求められる。 

このような取組を通して，児童が活動前に用具や場の状況を確かめる行動を積み重ねることで，周囲の環境

に注意を払い，危険を予測・回避しようとする主体的な安全意識の育成が期待される。 

(2) 熱中症事故の防止 

   近年，猛暑や酷暑と呼ばれる日が増加し，それに伴って熱中症の疑いによる救急搬送が発生するなど，重大   

事故につながる事案も報告されている。このような状況を踏まえ，県教育委員会では「県立学校版『熱中症対

策ガイドライン』」（二次元コード⑤）を作成している。各学校においては，自校の「危機管理マニュアル（熱

中症に係る内容）」の見直しや改訂に当たり，同ガイドラインを参考資料として活用し，実情に応じた適切な対

応を講じることが求められる。暑熱環境下では，児童が水分補給や休憩を自ら判断して行えるようにすること

が大切である。 

また，体育授業を安全に実施するためには，以下のような原則に基づく対応が重要である。 

① 環境条件を把握し，それに応じた運動，水分補給を行うこと 

② 暑さに徐々に慣らしていくこと 

③ 個人の条件に配慮すること 

④ 服装に気を付けること 

⑤ 具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し，必要な処置をすること 

日常生活の中で運動習慣を育む取組の推進 

課題２ 

ポ イ ン ト 

「令和7年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」において埼玉県の児童における「１週間の総運動時間

が60分未満の割合」は，全国に比べても増加傾向にある。（p.11 図３参照）また，「学校の体育授業以外の1

週間の総運動時間」は，依然として全国平均を下回る状況が続いている。新型コロナウイルス感染症の影響が

薄れた現在においても，依然として体育の授業以外で身体を動かす機会の十分な確保には課題が残されてい

る。（p.11 表２参照） 

こうした現状を改善していくためには，体育の授業に限らず，学校全体の教育活動を通じて「日常的な運動

の機会」を確保するとともに，「運動に親しむ児童」を育てるための工夫が求められる。特に，休み時間や放課

後の環境づくり，家庭との連携を通して，児童が日常的に身体を動かすことの楽しさや必要性を実感できるよ

うな取組を進めることが重要である。 

安全対策の徹底と学習規律及び安全教育の重視 

課題３ 

ポ イ ン ト 

体育的活動時の事故防止と学習規律の確立は，安心・安全な運動環境を提供し，児童が主体的かつ意欲的に

取り組むための基盤である。これを実現するためには，以下のポイントを意識した取組が重要である。 

二次元コード④ 

家庭でできる運動紹介動画 

二次元コード⑤ 

県立学校版「熱中症ガイドライン」 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/gakkoutaiiku/katei_unndousyokai.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/256016/kenritugakkounettyuusyougaidorain.pdf


中学校体育 

 中学校保健体育科においては，「体育や保健

の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的

な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一

体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保

持増進し豊かなスポーツライフを実現するため

の資質・能力を育成する」ことを目指している。 

 授業の実践に当たっては，運動の特性や魅力

に触れる楽しさや喜びを全ての生徒に味わわせ

るとともに，生徒が必要感をもって取り組むこ

とができるよう「体育を学ぶ意義」について確

実に指導を行う必要がある。 

したがって，「何を学ぶのか」「どのように学

ぶのか」「なぜ学ぶのか」といった視点で各単位

時間のつながりを意識した学習過程を組み立

て，授業の充実を図ることが大切である。 

 そして，「めあてをもって進んで運動，仲間と

学ぶ，喜びあふれる体育・保健体育授業」を展開

し，生涯にわたって豊かなスポーツライフを実

現できる生徒の育成を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 体力合計点と運動・スポーツ好意度の関係（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生徒の体力等について 

 

２ 生徒の体力等について 

 

令和７年度の課題 

１ 学習指導要領の趣旨を踏まえた学習指導
のさらなる充実 

２ 総合的な体力向上を目指した，組織的な取
組の工夫 

３ 体育的活動時の事故防止の徹底 

１ 学習指導要領の趣旨を踏まえた学習指導のさらなる充実 

「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」から 

【体力合計点及び生徒質問紙】 

 

図 1 体力合計点と運動・スポーツ好意度の関係（男子） 

 
図 2 体力合計点と運動・スポーツ好意度の関係（女子） 

 

 

 

 

 

 

図 2 体力合計点と運動・スポーツ好意度の関係（女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)令和７年度「中学校体育に関する調査」から 

○保健体育科の指導計画等作成状況 

 体育・健康に関する「全体計画」，学習指導要領に対

応した「年間指導計画」，学習指導要領に基づいた

「内容のまとまりごとの評価規準」，「単元の評価規

準」の作成状況  353 校（100%） 

(2)「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査

質問紙」（生徒質問紙）から 

○保健体育の授業では進んで学習に参加しているか。

「いつも，だいたい進んで学習している」割合 

  中２男子 本県 93.1% (全国 92.1%)  

  中２女子 本県 91.4% (全国 88.5%) 

〇保健体育の授業で，目標（ねらい・めあて）を意識

して学習することで，「できたり，わかったり」する

ことが「いつも，だいたいある」割合 

 中２男子 本県 89.3% (全国 86.6%)  

  中２女子 本県 87.7% (全国 82.9%) 

○友達と助け合ったり，教え合ったりして学習するこ

とで，「できたり，わかったり」することが「いつ

も，だいたいある」割合 

 中２男子 本県 90.9% (全国 89.4%)  

  中２女子 本県 90.0% (全国 87.7%) 

 成 果  

(1)単元の計画作成上の工夫改善 

○全ての生徒が運動の特性や魅力に触れ，運動の

楽しさや喜びを十分に味わうことができる単元

の計画の編成。 

○生徒が学ぶ意義を見いだすための意図的・計画

的な単元の計画を編成。 

(2)１単位時間の指導計画の充実 

○「ねらいとめあて」，「学習活動」，「まとめと振

り返り」のつながりを意識した授業の展開。 

○ＩＣＴの効果的活用による，主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた授業改善。 

(3)運動やスポーツとの多様な関わり方と関連付

けた「楽しい」体育授業の視点（図１，図２） 

 課 題  

 現 状  

(3)令和７年度中学校体育授業研究会等から 

○全ての授業で「男女共習」が行われており，生

涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向け

た授業が展開されていた。 

○ＩＣＴを効果的に活用した授業や場面が多く見

られた。 

○各地区において，関係者間の密な連携により，

どの研究協議も事前に練られた協議の柱に沿っ

た，質の高い協議が行われていた。 

 



「令和７年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 埼玉県平均（分） 全 国 平 均 （ 分 ） 差 異 （ 分 ） 

男子 709.96 655.76  54.20 

女子 430.65 443.81 -13.16 

 

 

 

 

 

 

表２ 学校の体育授業における１週間の総運動時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 学校の体育授業以外における１週間の総運動時間 

が 60 分未満の割合 

 

 １週間の総運動時間 

 

 

 

 

表１ 学校の体育授業以外における１週間の総運動時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 負傷の場合別災害申請件数の割合（R6） 

 「独立行政法人日本スポーツ振興センター資料」から 

 

図 5 負傷発生件数に占める体育的活動時及び  

   体育的部活動中の割合（R6） 
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体育的活動中 体育的部活動中

○体育的活動時の事故防止の徹底 

・体育的部活動中の負傷発生割合は減少しているも

のの，学校における負傷発生件数の 79.2%が体育

的活動中に発生している。各学校においても引き

続き，県の通知等をもとに，事故防止について徹

底を図る。 

・事故対応マニュアル，特に初期対応等の共通理解

を図るなど，危機管理体制を確立する。 

 課 題  

○総合的な体力向上を目指した,組織的な取組の工夫 

・１週間の総運動時間を見ると，男子は全国平均

を上回っているものの，女子は全国平均を下

回っている。体育授業以外で自主的に運動やス

ポーツを行いたくなるような，更なる組織的な

取組の工夫が大切である。（表１） 

・生徒一人一人に合った体力向上に向けた，目標

や必要感をもたせ，主体的に取り組める内容を

工夫することで，総合的な体力の向上を図る。 

 課 題  

(1)「全国体力・運動能力，運動習慣等調査」（中

２男女）から 

○本県生徒の 1 週間における総運動時間が 60 分未

満の割合は，男女ともに前年度と比較して減少

傾向にある。（図３） 

(2)「全国体力・運動能力，運動習慣等調査質問紙」

（中２男女）から 

○体力テストの結果などを基に体力の向上につい

て，自分なりの目標を立てている。 

 男子 78.5％(全国 75.0%)女子 74.4%(全国 67.7%) 

令和６年度学校管理下の負傷発生件数（図 4，図 5） 

○学校管理下における負傷申請件数 

 R5 14,587件 → R6 14,415件（172件減） 

○体育的活動中の負傷申請件数 

 R5 11,564件 → R6 11,415件（149件減） 

○学校管理下における体育活動中の負傷発生割合 

 R5 79.2％  → R6 79.2％  （変化なし） 

○学校管理下における体育的部活動中の負傷発生割合 

 R5 43.9％  → R6 43.5％  （0.4％減） 

 

１ 学習指導要領の理念や趣旨の浸透に向けた
授業づくり 

２ 生涯にわたって運動やスポーツに親しむこ
とができる資質・能力の育成 

３ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 令和８年度の課題  

男子 

２ 総合的な体力向上を目指した，組織的な取組の工夫 

 成 果  

３ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 現 状  

 現 状  

女子 



 

 

 

１ 単元計画（指導と評価の計画）作成のポイント 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 運動の特性（機能的特性）を踏まえた授業 

 生徒が主体的に学びに向かうためには，意欲や関心といった「体育の授業をやりたい」という気持ちが大切で

あり，その前提となるのが，運動の特性（機能的特性）を踏まえた授業である。「中学校学習指導要領（平成２

９年告示）解説」において，それぞれの領域における機能的特性が記載されている。 

 

 

 

 

体つくり運動 体を動かす楽しさや喜びを味わう 

器械運動 技ができる楽しさや喜びを味わう 

陸上競技 記録に挑戦したり，相手と競争したりする楽しさや喜びを味わう 

水泳 続けて長く泳いだり，速く泳いだり，競い合ったりする楽しさや喜びを味わう 

球技 勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わう 

武道 勝敗を競い合い，互いに高め合う楽しさや喜びを味わう 

ダンス 仲間とともに感じを込めて踊ったり，イメージを捉えて自己を表現したりすること

に楽しさや喜びを味わう 

 

 

 

 

学習指導要領の理念や趣旨の浸透に向けた授業づくり 

課題１ 

令和８年度の課題と努力事項 

 

二次元コード① 

運動好きな児童生徒 

育成検討委員会 

 運動の楽しさや喜びを味わいとは，心と体が関連していることを実感したり，それぞれの運動が有する特

性や魅力に応じて，運動することそのものを楽しんだり，その運動の特性や魅力に触れたりすることが大切

であることを示したものである。 中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編Ｐ.３１より 

各領域の運動の楽しさや喜びを味わうことのできる授業 

県は，令和３年度から令和５年度までの３年間， 

「運動好きな児童生徒育成検討委員会」を設置し，授業

づくりの改善と充実に視点をおいた運動好きな児童生

徒の育成に力を入れてきた。 

 運動機会が減少する中，体育授業は，すべての生徒に

等しく保障された貴重な運動機会であり，学習指導要

領の理念や趣旨の浸透に向けた授業づくりをしていく

ためには，単元計画の検討が必要不可欠である。 

 県では，単元計画作成のための手引書となるリーフ

レットや，そのリーフレットの趣旨を生かした授業動

画を作成し，単元計画作成における具体的なイメージ

がもてるようにした。（二次元コード①） 

 各単元開始前などに，本リーフレットや授業動画を 

参考にし，「習得・活用・探究」といった意図的，計画 

的な単元計画を作成することで，生徒が自ら学びを深

めていくような授業づくりをしていきたい。 

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/undozuki/ikusei.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/undozuki/ikusei.html


３ 「何のために行うのか」といった生徒が必要感をもてる授業づくり 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説においては，「知識及び技能」や「学びに向かう力，人間性等」の

育成に関わり，「具体的な知識」を概念や法則などの「汎用的な知識」と結び付けていくことの重要性が示され

ている。また，獲得した「汎用的な知識」を基に，さらに理解を深めながら，より質の高い「具体的な知識」へ

と結び付けていく学習過程が求められている。 

このように，「どのように行うのか」と「何のために行うのか」を往還しながら学ぶ授業を構成することは，

生徒が学習の意味を実感し，主体的に学びに向かう姿勢を身に付けていくことにつながる。 

以下に，陸上競技及び武道を例として，その具体を示す。 

【陸上競技：知識及び技能の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【武道：学びに向かう力，人間性等の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体の動かし方や協力の仕方などの「どのように」行うのかといった具体的な知識だけでなく，その運動を支

える原理や原則，意義などの「何のために」行うのかといった汎用的な知識を関連させて理解させた上で，

学習場面に適用したり，応用したりすることが大切である。 

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編Ｐ.９より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀どのように行うか（具体的な知識）  

短距離走のスタートダッシュ 

では，徐々に上体を起こす。 

スタート時には重

心の位置を意識す

ればいいんだ。 

②何のために行うか（汎用的な知識）  

スタート時には重力を利用した推進力を得

るために前傾姿勢を作り，中間走では地面に

力を伝えやすくするために上体を起こす。 

上体を起こすタイミ

ングを考えながら取

り組んでみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀どのように行うか（具体的な知識）  
②何のために行うか（汎用的な知識）  

練習や簡単な試合などで仲間と互いに合意した役割

に責任をもって，自主的に取り組もうとする。 
自己の責任を果たすことは，武道の学習

を円滑に進めることにつながることや，

社会生活を過ごす上で必要な責任感を

身に付けることにつながる。 
自己の責任を果たすことで

スムーズに学習ができるだ

けでなく，社会に出てから

必要な責任感も身に付ける

ことができるのか。 

他の単元の授業でもしっ

かりと責任を果たすよう

にしよう。 

学びに向かう力，人間性等を学習する際，公正，協力等の具体的な指導事項が解説で示されているが，例え

ば協力の場面や行動の仕方の例などの具体的な知識となぜ協力するのかといった協力することの意義など

の汎用的な知識を関連させて指導することで，生徒自身の積極性や自主性を促し，生涯にわたる豊かなスポ

ーツライフを実現していく資質・能力の育成を図ることが大切である。 

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編Ｐ.４１より 

 



〇埼玉県の現状 

４ ＩＣＴの効果的活用 

 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協

働的な学びの実現～（答申）」において，ＩＣＴは，学校教育の基盤的ツールとして必要不可欠なものであり，

これまでの実践とＩＣＴとを最適に組み合わせることで，これからの学校教育を大きく変化させ，様々な課題

を解決し，教育の質の向上につなげていくことが必要であると示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ＩＣＴの効果的な活用例（個別最適な学び・協働的な学び） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

「令和７年度 全国体力・運動能力，運動習慣等調査 生徒質問紙」 

保健体育の授業で，タブレットなどの ICTを使って学習することで，「できたり，わかったり」すること 

がある生徒の割合。 

県 県 

全国 全国 

中２男子 中２女子 

■陸上競技（長距離走） １０時間計画 

６～７時間「設定コースの完走」 ※１～５時間までで必要な知識・技能を学習済み 

【学習活動の場面】 

 ①４段階のレベルの設定タイムから各グループで挑戦する記録を選択する。 

 ②走る距離は個人の体力や技能を考慮するという条件を踏まえ，グループで 200ⅿトラックを20周， 

走順や走る距離を考える。 

 ③グループ内で一人一人が考えた内容をスプレッドシートに入力・共有し，自分と他者の考えと比較し 

ながら話合いによって，よりよい方法を選択する。 

【個別最適な学び】 

「ランニングフォームを動画撮影し，見本と比較して理解を深める。」 

→自己に適したピッチとストライドで走るために，自分のフォームを動画で確認し，課題を見付け，自己

の課題に応じた練習を選択することで，自らの学習を調整する。 

【協働的な学び】 

「クラウド上にある他のグループの考えを参照する。」 

→グループ内で話合い，グループとしての考え方をまとめる。その後，クラウド上の他のグループの中か

ら参考になる考え方を参考にすることで，幅広い視点から解決方法を考える。 

【ＩＣＴの効果的な活用による「深い学び」】 

 ・クラウドを活用し，自分たちのグループで考えた課題解決方法を他のグループと比較することで，新 

たな課題を発見したり，思考が深まったりすることにつながる。 

 ・単元の前半で学習した長距離走に適した走り方に関する知識や技能を活用したり，既習の共生の態度 

である「一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする」ことを踏まえて提案したりする 

ことで深い学びにつながる。 



５ 共生の視点を重視した授業の展開 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   

                                  

                                   

  

 

 

 

 

 

 

 

近年，生徒の運動習慣の二極化が課題となっている。学校の保健体育授業のみならず，家庭や地域と連携した

取組が不可欠である。 

その一助として，埼玉県では，家庭で気軽に取り組める内容を紹介した「家庭でできる運動

紹介動画」（二次元コード②）を作成・公開している。本動画は，筋力・全身持久力・柔軟性な

ど体力要素の維持向上を意図した内容であり個々の体力差に応じて段階的に取り組める構成

となっている。各校においては，授業で扱った体力向上の視点と関連付けながら紹介し，生徒

が自ら課題を見付け主体的に取り組む運動習慣形成につなげていただきたい。 

 

 

 

 県教育委員会では，毎年度当初「体育的活動時における事故防止について」，「体育授業・運動部活動における

事故防止の５則」，及び「水泳等の事故防止について」等を通知し，事故防止の徹底を図っている。 

 各学校においては，これらの通知をもとに，全校を挙げての事故防止の徹底及び迅速かつ適切な初期対応を

行うことが重要である。特に，首から上の負傷については，たとえ外傷がなくとも，救急搬送を念頭に置き，迅

速に対応することが必要である。 

また，令和８年度においても，熱中症事故の防止については，万全を期した対応が求められる。下の枠内の

内容は，県教育委員会が作成した，県立学校版「熱中症ガイドライン」（二次元コード③）から抜粋したもので

ある。本ガイドラインを参考に，自校の危機管理マニュアル等を適切に改訂するようお願いしたい。 

【熱中症予防の原則】 

① 環境条件を把握し，それに応じた運動，水分補給を行うこと 

② 暑さに徐々に慣らしていくこと 

③ 個人の条件に配慮すること 

④ 服装に気を付けること 

⑤ 具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し，必要な処置をすること 

生涯にわたって運動やスポーツに親しむことができる資質・能力の育成 

課題２ 

体育的活動時の事故防止の徹底 

課題３ 

二次元コード③ 

県立学校版「熱中症ガイドライン」 

「令和７年度 全国体力・運動能力，運動習慣等調査 学校質問紙」 
令 

令和７年度全国体力・運動能

力，運動習慣等調査学校質問紙に

おいて，赤枠で示した「技能の程

度や，障害の有無等にかかわら

ず，共に学習させる」の項目につ

いては,全国平均よりも下回って

いる現状がある。学習指導要領解

説には，改訂の要点に共生の視点

を重視することが示されている

ため，今後の授業改善の重要なポ

イントとしておさえる必要があ

る。 

 

二次元コード② 

家庭でできる運動紹介動画 

％・・・埼玉県の数値 

図２ 保健体育の授業で大切にしていること 

                                                                      

https://www.pref.saitama.lg.jp/documents/256016/kenritugakkounettyuusyougaidorain.pdf
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/gakkoutaiiku/katei_unndousyokai.html


 

 

 平成３０年３月に告示された高等学校学習指

導要領が年次進行で実施され５年目を迎え，中央

教育審議会では，次期学習指導要領の改訂へ向け

た議論が始まった。各学校におかれては，改めて

現行の学習指導要領の趣旨を確認し着実に実施

していただきたい。 

【学習指導要領の基本的な考え方】 

○ 社会に開かれた教育課程を重視する 

○ 確かな学力を育成する 

○ 豊かな心や健やかな体を育成する 

  

■ 保健体育科の目標 

 体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過

程を通して，心と体を一体として捉え，生涯に

わたって心身の健康を保持増進し豊かなスポ

ーツライフを継続するための資質・能力を育成

することを目指す。 

 特に体育の授業では，【生涯にわたる豊かなス

ポーツライフの継続】，【自己の状況に応じた体

力の向上】を図るための工夫をされたい。 

 また，「スポーツを通した共生社会の実現」に

向けて【する，みる，支える，知る】といった多

様な運動の楽しみ方を社会で実現できるよう指

導の充実・改善を図っていただきたい。 

 加えて，子供たちが運動好きになり，自らめあ

てをもって進んで運動し，仲間と学び，喜びあふ

れる保健体育の授業となるよう一層研鑽に励ん

でいただき，その結果，人間の活動の源であり「生

きる力」の重要な要素である体力が学習の結果と

してより一層向上することが望ましい。 

 事故防止等については，徹底した取組が重要で

あり，安心安全のもとに体育的活動ができるよう

引き続き留意されたい。 

 

          

令和７年度の課題 

 
 
１ 学習指導要領の趣旨に基づく指導と評価

の充実 

 

２ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 

 

 

 

１ 学習指導要領の趣旨に基づく指導と評価の充実 

 

 

⑴「体育に関する調査」（全日・定通） 

○ 年間指導計画を作成している。 

全日 134 校（100%） 定通 26課程（100%） 

○ 学習指導要領に基づく評価規準を作成済，

もしくは令和７年度内に作成予定である。 

全日 134 校（100%） 定通 26課程（100%） 

○ 科目体育における領域選択を実施済，もし

くは実施に向けて検討している。 

全日 129校（96.3%） 定通 25 課程（96.2%） 

○ 男女共習を入学年次の全ての領域で実施

済，もしくは一部の領域で実施している。 

全日 113校（95.7%） 定通 22 校（84.6%） 

○ 全学年で男女共習を実施していない。 

全日 3校（2.2%） 定通 2校（7.7%） 

⑵ 体育地区研究協議会 

【実施報告】 
 会場校名 領域の内容 工夫 

東
部 

越谷南 テニス ICT の活用 

春日部東 サッカー 男女共習・ICT の活用 

久喜 バレーボール 学習カード・ICT の活用 

西
部 

朝霞西 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ICT の活用 

川越初雁 ソフトボール 学習カード 

芸術総合 サッカー 男女共習 

松山女子 タグラグビー 学習カード 

南
部 

浦和第一女子 バレーボール 学習カード 

鳩ケ谷 サッカー 男女共習 

いずみ マット運動 男女共習・ICT の活用 

伊奈学園総合 マット運動 ICT の活用 

北
部 

深谷商業 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 学習カード 

熊谷工業 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 男女共習・学習カード 

○ ３つの資質・能力の育成に向けた「指導と

評価の計画」の立案と実践。 

○ 男女共習の効果的な学習内容の工夫。 

○ ＩＣＴの有効活用。 

 

⑶ 各種研修会の開催 

研修会 開催方法 

第１回体育主任会 オンデマンド 

高等学校教育課程研究協議会 オンデマンド 

高等学校体育地区研究協議会 参集(１３校) 

第２回体育主任会 オンデマンド 

高等学校保健体育研究協議会 オンライン 

○ 学習指導要領の趣旨に則った，運動好きな

生徒を育成するための授業改善・及び工夫に

ついて 

 

 

 

高等学校体育 
成 果 



図2 

図3 

 

 

⑴学習計画の充実 

○ ３年間の見通しをもった領域選択及び男女

共習を原則とした年間指導計画の作成。 

○ 小学校・中学校との系統性を踏まえた授業

内容の工夫と改善。 

⑵生徒が意欲的に取り組む授業づくり 

○ 男女共習の効果的な学習内容の充実。 

○ 様々な領域におけるＩＣＴを効果的に活用

した指導の工夫。 

 

２ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 

※R6年度比 

○R6負傷申請件数 10,844件（1,008件減） 

○R6体育的活動中（□囲み部分）の負傷申請件

数割合 85.0%（0.8ポイント増） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 R6負傷の場合別災害申請件数の割合 

⑴「体育に関する調査」（全日・定通） 

○ 危機管理マニュアルを体育教官室等に常備

している。 

全日 122 校（91%） 定通24課程（92.3%） 

○ 危機管理マニュアルの内容について教科内

で共通理解を図っている。 

全日 125校（93.2%） 定通25課程（96.1%） 

○ 移動式体育器具について移動時は必ず固定

する。 

全日 134 校（100%） 定通 26 課程（100%） 
 

 

 

(1) 体育的活動時の事故防止の徹底 

○ 施設・用具等の安全点検や生徒の健康状態

の把握等，事故発生の事前防止を徹底する。 

○ ＡＥＤの使用をはじめ，事故が発生した際

の適切かつ迅速な対応に備える。 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度の課題以外の取組結果 

１ 運動スポーツの好意度調査 

運動・スポーツ好意度調査 

⑴体育の授業が【好き・やや好き】と回答した高校２年生  
男子 女子 

R5 80.9％ 72.4％ 

R6 81.0％ 72.4％ 

R7 85.2％ 77.2％ 
 

⑵運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが 

【好き・やや好き】と回答した高校２年生  
男子 女子 

R5 86.4％ 71.2％ 

R6 86.4％ 71.3％ 

R7 87.5％ 73.5％ 

 

令和７年度調査では，男女ともに体育

授業への好意度が向上し，運動することに対す

る好意的な態度も高まっている。 

体育の授業と運動やスポーツをするこ

とへの好意度を比較すると，女子では運動やス

ポーツをすることが嫌い・やや嫌いと回答した

生徒の中にも体育の授業は好き・やや好きと回

答する傾向が見られる。一方，男子では運動す

ることが好き・やや好きと回答した生徒の中に

も体育の授業を嫌い・やや嫌いと回答する生徒

が一定数見られる。 

 

２ 体力の向上に向けた取組の工夫 

令和７年度「新体力テスト」(全日制) 

○総合評価Ａ＋Ｂ＋Ｃ 85.8%（目標値：90%） 

 

図 4 新体力テスト（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が体育の授業を楽しいと実感できる授業

を展開する中で，結果として体力の向上が図ら

れるような取組の充実が求められる。 

 

 

 

体育の授業

2701件 25%

各教科、その他

73件 1%

特別活動その他

78件 1%

体育的活動

589件 5%
学校行事その他

309件 3%

体育的部活動

6018件 55%

課外指導のその他

120件 1%

休憩時間中

351件 3%

通学中とその他

605件 6%

現 状 

課 題

 果 

 

１ 学習指導要領の趣旨に基づく指導と評価

の充実 

２ 運動やスポーツをすることが好きな生徒

の育成及び体力向上に向けた取組の工夫 

３ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 

令和８年度の課題 

高等学校 

10,844件 

課 題 

現 状 

現 状 

課 題 

課 題 



令和８年度の課題と努力事項 

 

 

１ 学習指導要領の趣旨に基づく指導と

評価の充実 

 
 
 平成３０年３月に告示された高等学校学習指導

要領が年次進行で実施され５年目を迎えた。 

 令和８年度の課題に対しては，引き続き学習指

導要領の趣旨に基づく指導と評価の充実に向けて

取り組むことが重要である。 

 令和６年１２月２５日の中央教育審議会諮問

（以下諮問）において，次期学習指導要領改訂へ

向け文部科学省としての現状認識，問題意識が示

された，各校におかれては，諮問内容の確認及び

各学校の課題について，現行の学習指導要領の趣

旨に基づいた保健体育の授業づくりを改めて見直

していただきたい。 

【諮問より抜粋】顕在化している課題 

１ 学ぶ意義を見いだせず，主体的に学びに向

かうことができていない子供が多くなって

いる 

２ 現行学習指導要領の理念や趣旨の浸透は

道半ば 

３ GIGA スクール構想による 1 人 1 台端末や

クラウド環境等のデジタル学習基盤の効果

的な活用は緒に就いたばかり 

そのためには，以下の５つの観点の理解が重要

になってくる。 

 

① 体育の学習を通して何を育てるのか。 

どうしたら生徒が主体的に学びに向かうことが

できるかという事を考えることは非常に大事なこ

とだが，まずは教員が体育の学習を通して何を育

てるのかを明確にすることが重要である。体育の

学習を通して「生徒にこんな力を身に付けてほし

い」といった，育成を目指す資質・能力について

教員が正しく理解し，生徒と共通理解を図ること

で生徒が体育を学習する意義や価値を見出すこと

につながると考えられる。そのために，学習指導

要領の目標や内容を正しく理解した上で授業を実

践することが重要となる。 

【保健体育の目標】 

柱書 

 体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過

程を通して，心と体を一体として捉え，生涯に

わたって心身の健康を保持増進し豊かなスポ

ーツライフを継続するための資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。 

知識及び技能 

 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会

生活における健康・安全について理解するとと

もに，技能を身に付けるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 

 運動や健康についての自他や社会の課題を

発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

学びに向かう力，人間性等 

 生涯にわたって継続して運動に親しむとと

もに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明

るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

（高等学校学習指導要領（平成３０年告示）解

説 保健体育編・体育編）（以下解説） 

目標で示されている，育成を目指す資質・能力

を踏まえたうえで生徒の学習する意義や価値を生

み出す手立てとして，生徒が運動・スポーツの持

つ意義や価値を理解できるようにすることが重要

である。そのためには，体育理論で学習した内容

と各領域の学習を関連付けて指導することなどが

考えられる。また，ICT を効果的に活用するなど

して生徒の興味関心を高める指導の工夫も求めら

れる。また，生徒が主体的に学びに向かうことが

できるようにするためには，生徒が学習の元にな

る知識をしっかりと理解できるようにすることや

学習の見通しを持つことができるようにすること

が重要である。例えば，生徒一人一人が適切な課

題を発見したり，解決方法を選択したりするため

の知識がなければ意欲的に取り組むことは難しい

と考えられる。また，学習の見通しを持つことが

できなければどのように取り組んだら良いか戸惑

ってしまう可能性がある。学習の見通しを立てた

り，学習したことを振り返ったりして自身の学び

の変容を自覚できる場面を設定することにより，

生徒が主体的に学習に取り組むことにつながる。 

そして，運動の楽しさや喜びを味わうことので

きる授業づくりも重要である。 

 運動の楽しさや喜びを深く味わいとは，技能

を身に付けたり，作戦を立てたり，作品をまと

めたりするなどの学習を通して，仲間と適切な

関係を築き，課題の解決を目指して取り組むこ

とにより，一過性の楽しさにとどまらず，その

運動のもつ特性や魅力に深く触れることを示

している。 

（例）球技 

球技は，ゴール型，ネット型及びベースボー

ル型などから構成され，個人やチームの能力に

課 題 



応じた作戦を立て，集団対集団，個人対個人で

勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうこと

のできる運動である。（解説 P.30） 

科目体育の目標では，運動の楽しさや喜びを深

く味わって運動を豊かに継続することが示されて

いる。生徒たちが主体的に学びに向かうことがで

きるようにするためにも，それぞれの運動の特性

を踏まえた授業を行うことが重要である。 

学習指導要領解説の各領域の冒頭部分に記載さ

れている内容を確認し，その運動の持つ特性や魅

力に深く触れることのできる授業を行うことが重

要である。例えば球技は個人やチームの能力に応

じた作戦を立て，勝敗を競うことに楽しさや喜び

を味わうことのできる運動であり，このような楽

しさや喜びを味わうことのできる授業づくりが求

められる。生徒が主体的に学びに向かうことがで

きるよう，それぞれの運動の特性を踏まえた楽し

さや喜びを味わう事のできる授業づくりが大切で

ある。 

 

② 多様性を包摂し，可能性を開花させる教育の

実現 

現行の学習指導要領では，運動やスポーツとの

多様な関わり方を重視する観点から，体力や技能

の程度，性別や障害の有無等に関わらず，運動や

スポーツの多様な楽しみ方を共有することができ

るよう，共生の視点を重視して指導内容の充実を

図る事を改訂の要点で示している。（解説 P.13）

そのため，性別の違い等に関わらず仲間とともに

学ぶ体験は，生涯にわたる豊かなスポーツライフ

の実現に向けた重要な学習の機会であることから，

原則として男女共習で学習を行うことが求められ

ている。（解説 P.226） 

本県においては，多くの学校が男女共習に取り

組んでいるが，数校においてはまだ取り組めてい

ない状況である。できることから確実に取り組み，

豊かなスポーツライフの実現・継続へつなげてい

ただきたい。 

また，障害のある生徒などについては学習活動

を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指

導方法の工夫を計画的，組織的に行うことが必要

である。学習指導要領解説に記載されている配慮

の例などを参考に一人一人の生徒の状態や発達の

段階に応じた指導や支援を一層充実させていく必

要がある。 

 

  

③ 概念としての知識の習得や深い意味理解 

諮問では，習得した知識を現実の事象と関連付

けて理解する事や，概念としての知識の習得や深

い意味理解をすることに課題があるとされている。 

学習指導要領解説では，知識の習得に際し，体

の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識

を理解するにとどまらず，運動の実践及び生涯ス

ポーツに繋がる概念や法則などの汎用的な知識等

の定着を図ることが重要であると示している。（解

説 P.８） 

また，身体の動かし方や協力の仕方などの「ど

のように」行うのかといった具体的な知識だけで

なく，その運動を支える原理や原則，意義などの

「何のために」行うのかといった汎用的な知識を

関連させて理解させた上で，学習場面に適用した

り応用したりすることが大切であると示してい

る。（解説 P.36） 

加えて，自分の考えを持ち根拠をもって明確に

説明することにも課題があるとされている。 

科目体育の目標では自己や仲間の考えたことを

他者に伝える力を養うことを示しており，このこ

とについて，学習指導要領解説では思考し判断し

たことを，根拠を示したり他者に配慮したりしな

がら，言葉や文章および動作などで表したり，他

者にわかりやすく伝えたりすることとしている。

（解説 P.31） 

そのため，授業においては生徒が思考したり判

断したりした内容について根拠を示して表出でき

るような場面を設定したり，学習カードにアドバ

イスの内容を考えた理由や根拠を記述できるよう

に工夫したりすることなどが考えられる。 

 

④ デジタルの力でリアルな学びを支える 

体育の授業においても，ＩＣＴ機器の活用は非

常に有効である。主な効果としては，生徒一人一

人のペースや理解度に合わせた指導の個別化・学

習の個性化，双方向のやり取りによる授業の質の

向上，情報活用能力の育成，成績管理や教材準備

の効率化による教員の負担軽減，グループで情報

収集・整理・共有し協働活動の促進等様々である。

体育地区研究協議会においても，多くの学校がＩ

ＣＴを使用した授業実践を発表している。今後も，

ＩＣＴの活用が深い学びにつながっているか，資

質・能力の育成に効果的か，活動そのものの低下

を招かないかということに留意しながら，積極的

に実践をされたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 主体的に学習に取り組む態度の評価について 

 諮問の中でも，学習評価の在り方が主な審議事

項に示されている。 

そこで改めて，「主体的に学習に取り組む態度」の

評価の考え方について取り上げる。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

は， 

（１）知識及び技能を獲得したり，思考力，判断

力，表現力等を身に付けたりすることに向けた 

粘り強い取組を行おうとする側面と， 

（２）（１）の粘り強い取組を行う中で，自らの学

習を調整しようとする側面，という二つの側面を

評価することが求められる。 

 ここでの評価は，生徒の学習の調整が「適切に

行われているか」を必ずしも判断するものではな

く，学習の調整が知識及び技能の習得などに結び

付いていない場合には，教師が学習の進め方を適

切に指導することが求められる。  

具体的な評価の方法としては，ノートやレポー

ト等における記述，授業中の発言，教師による行

動観察や生徒による自己評価や相互評価等の状況

を，教師が評価を行う際に考慮する材料の一つと

して用いることなどが考えられる。 

各学校においては，評価について見直しを行な

っていただきたい。 

 

 

 

参考 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 

 高等学校 保健体育 

 

 

２ 運動やスポーツをすることが好きな生徒の

育成及び体力向上に向けた取組の工夫 

 

 体力は，人間の活動の源であり，健康の維持の

ほか意欲や気力といった精神面の充実に大きく関

わっており，「生きる力」の重要な要素である。 

埼玉県の「体力テストの５段階絶対評価で上位

３ランク（A＋B＋C）の児童生徒の割合」の結果を

見ると，コロナ禍で低下して以降伸び悩んでいる

傾向にある。小学校，中学校の結果に関しても同

様である。 

 また，運動・スポーツの好意度調査に目を向け

てみると，体育の授業が好き・やや好きと回答す

る生徒や，運動やスポーツをすることが好き・や

や好きと回答した生徒の割合は，今年度はやや増

加したものの，小学校，中学校，高等学校と年齢

が上がるにつれて低下している。 

 この結果から，高等学校において生涯にわたっ

て豊かなスポーツライフを継続していく資質・能

力が育成されていると考えることは難しく，この

状態が続くと，今後も新体力テストの結果の低下

課 題 



は続いていく事が予想できる。 

 今後，埼玉県の生徒の体力の向上を図るために

は，自主性，主体性の育成が重要になってくる。

その鍵となるのが運動やスポーツをすることが好

きな生徒，そして体育の授業が好きな生徒の育成

である。 

 ねらいのないトレーニング的な授業や目標タイ

ムを切るまで走り続けるような授業では，自主性

や主体性を育成するのは困難である。 

 学習指導要領解説には，「体を動かす楽しさや心

地よさを味わわせるとともに，健康や体力の状況

に応じて体力を高める必要性を認識させ，学習し

た結果としてより一層体力の向上を図ることがで

きるようにする」と示されている。また，各領域

における体力の高め方として，種目の特性ごとに

高まる体力要素を示しつつ，「技術と関連させた補

助運動や部分練習を取り入れ，繰り返したり，継

続して行ったりすることで，結果として体力を高

めることができることを（知識として）理解でき

るようにする」と示されている。 

 つまり，体育の授業は，体力を高めることが目

的ではなく，体力は学習の結果として獲得できる

力ということを十分理解した上で，取り組むこと

が重要である。 

 また，体力の状況は様々であるため，生徒それ

ぞれが一人一人の違いに応じた「できる」「楽しい」

を実感できる目標及び運動計画の設計・実践が重

要である。そのためには，体力プロフィールシー

トを活用したりＩＣＴ機器を効果的に活用したり

することで個人の課題を可視化すること，個別最

適な学びになるように授業内容を工夫することが

必要である。 

その結果，生徒は体力の必要性を理解しながら，

意欲的に取り組むことができ，「運動やスポーツを

好き」「体育の授業が好き」ということに繋がる。

さらには，生徒自身が自己の課題に応じて主体的

に自ら体力を高めるという好循環を生みだせるよ

う，授業改善を図ることが必要である。 

 

 

３ 体育的活動時の事故防止の徹底 

 

 県では，毎年度当初「体育的活動時における事

故防止について」，「体育授業・運動部活動におけ

る事故防止の５則」，及び「水泳等の事故防止につ

いて」等を通知し，事故防止の徹底を図っている。  

 各学校においては，これらの通知をもとに，全 

教職員での事故防止の徹底及び迅速かつ適切な初

期対応を行うことが重要である。  

  特に首から上の負傷については，たとえ外傷が 

なくとも，救急搬送を念頭に置き，迅速に対応す 

ることが求められる。 

 令和７年度は，体育的活動時に４件のＡＥＤの使

用があった，各学校においては改めて危機管理マ

ニュアルの確認及び周知をされたい。 

また，各主要都市の年間猛暑日の日数が過去最

多になるなど，令和７年は令和６年に続き３年連

続で記録的な猛暑となった。熱中症対策について

は，県立学校版「熱中症対策ガイドライン」等を

参考に，自校の「危機管理マニュアル（熱中症に

係る内容）」等を適切に改訂するなど，改めて事故

防止の徹底をされたい。 

 なお，年間指導計画を立てる際には，各季節の

気候に適した領域や活動を設定することが重要で

ある。例えば，暑熱環境下での長距離走を避ける

など，季節や気温に応じて種目や運動強度を適切

に見直すことが必要である。 
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                     学習指導計画作成上の留意点  

  
（第○学年○組） 体 育 科  学習指導案 

                 ↑    保健体育科 

※ 小学校の場合の「学年・学級名」記入位置 
令和○年○月○日（○）第○校時 活動場所 

※ 中・高等学校の場合の「学年・学級名」記入位置 →（第○学年○組）男子○○名 女子○○名 計○○名 

指 導 者 

 
１ 単 元 名……主として指導する種目や運動の内容をまとめたものを記入する。 
 ※ 小学校の場合    ・教材名（領域の内容名） 
 ※ 中・高等学校の場合  ・領域選択の場合「選択させる領域名」（自分が担当する運動種目等） 
             ・運動種目等選択の場合「領域名」  （自分が担当する運動種目等） 
２ 運動の特性……具体的な単元の目標と内容を導き出す手がかりとする。 
 ⑴ 一般的特性 

欲求の充足あるいは必要を充足する機能を中心に捉え，児童生徒にとっての種目の一般的な魅力（機能的特性）

を明らかにする。 
 ⑵ 児童生徒から見た特性 

児童生徒の実態を踏まえ，学習する児童生徒にとって，どこが楽しいか，遠ざける要因は何か，どんな楽しみ

方ができる運動かを明らかにする。 
３ 児童生徒の実態 
 ⑴ 知識及び技能 

 ⑵ 思考力，判断力，表現力等 

 ⑶ 学びに向かう力，人間性等 

４ 教師の指導観 

 ⑴ 知識及び技能 

 ⑵ 思考力，判断力，表現力等 

 ⑶ 学びに向かう力，人間性等 

５ 単元の目標 

  単元の学習を通して，学習指導要領に示されている目標及び内容〔知識及び技能〕〔思考力,判断力，表現力等〕

〔学びに向かう力，人間性等〕から児童生徒をどのように変容させるか，目指していることを箇条書きで示す。 
  ※ 文末は，「～できるようにする。」と表記する 
６ 単元の評価規準 

  国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック」，「『指導と評価の一体化』のた

めの学習評価に関する参考資料」，「埼玉県小学校・中学校教育課程指導・評価資料」等を参考に各学校で作成し

た単元の評価規準を示す。（三つの観点【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の「お

おむね満足できる」状況を評価規準として示す） 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元の評価規準 ① ② ③ ① ② ① ② ③ 

７ 単元の計画 ※ 書き方の詳細は，各校種の学習指導案例を参照 

⑴  領域の取り上げ方 

運動 ／ 学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 
走・跳の運動，陸上運動 ２０時間 ２０時間 １６時間 １６時間 

 ⑵ 領域の内容（運動種目）と目指す動き 

学年 内容 目指す動き 

５ ハードル走 ４０ｍﾊｰﾄﾞﾙ走で，第１ﾊｰﾄﾞﾙを決めた足で踏み切って走り越えること 

６ ハードル走 ４０ｍﾊｰﾄﾞﾙ走で，自分に合ったｲﾝﾀｰﾊﾞﾙで，３歩または５歩のﾘｽﾞﾑで走り越えること 

   ※ 中・高等学校は３年間，小学校は２年間又は４年間で示す。（６年間でも可） 

 「運動の特性」と「児童生徒の実態」を踏まえ，一人一人の児童生徒が運

動の楽しさや喜びを味わえるようにするために，どこに重点を置き，どのよ

うに指導していこうとするのかを具体的に明らかにする。 

（例） 

（例） 

 この種目（運動）にかかわる，学級の児童生徒の実態（知識及び技能，思

考力，判断力，表現力等，学びに向かう力，人間性等）を主に明らかにする。

また，授業を計画する上で必要な意識調査や生活習慣のアンケート結果，運

動能力や技能に関する調査結果等を示し考察する等の工夫を行う。 
（体力課題解決研究指定校等は体力の実態を示す） 

（例） 



⑶ 指導と評価の計画（８時間扱い） 本時は○印 ４／８時 
時間 １ ２ ３ ④ ５ ６ ７ ８ 

ね

ら

い 

 
    

   

指
導
内
容 

 
    

   

 
 

学
習
過
程 

 

オリエンテーション 

 
（例） １ 集合，挨拶，健康観察   
    ２ 前時の振り返り   
    ３ 準備運動   
    ４ 学習の場づくり，用具の準備 

    ５ 主運動につながる運動 
  ６ 本時のねらいや学習内容等の確認 
  ７ 課題解決 
  ８ 成果の確認（記録会，発表会，ゲーム等） 
  ９ 自己評価，相互評価 
  10 整理運動，片付け 
  11 学習の振り返りとまとめ 

評
価
計
画 

知・技  ① ② ① ③    ② ③ 

思・判・表     ① ②   

態 ②    ①    ③ 

方法 観察 観察，カード 観察 観察，カード 観察，カード 観察，カード 観察，カード 観察，カード 

場面 ６，７ ７,８,９ ７,８ ５,７,８ ７,９,11 ７,９,11 ７,８ ７,８,11 

※ 評価計画には，「６ 単元の評価規準」の番号と評価方法を記す。また，評価する場面の番号も記す。 
  ※ ここでの評価は，１単位時間毎の「ねらい」に正対した振り返りとまとめを行い，それを受けて次時につなげていく評価である。

１単位時間の「学習評価の観点」は，原則一つとし，適切に評価できるようにする。また，努力を要する状況の児童生徒に具体的な
手立てを講じるとともに，必要に応じて，単元終了時まで指導と評価を繰り返すことが大切である。 

８ 本時の学習と指導（４／８時） 

 ⑴ ねらい……単元の目標に即して，本時で児童生徒に身に付けさせたいことを明確にし，どんな活動ができれば
よいか，学習の進展状況を踏まえて具体的に示す。文末は「～できるようにする。」と表記する。 

        ※文の後に付ける〈 〉は育成を目指す資質・能力の三つの柱から該当するものを表記する。 
 ⑵ 準 備……本時に使用する教具，用具，資料等を示す。 
 ⑶ 展 開……導入から展開・整理へと，児童生徒の楽しさを追求する活動を中心に書く。その楽しさを「本時の 
        ねらいの達成」という確かなものにするために，教師が個人・グループやチーム・全体等に何を指

導し，どのような点に留意していくかをより具体的に明確に示す。 
段階 学習内容・活動              指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

導
入
（
○
分
） 

（例） 
１ 集合，挨拶，健康観察 
２ 前時の振り返り 
３ 準備運動 
４ 学習の場づくり，用具の準備 
 
 
 
 

 
 
 

展
開
（
○
分
） 

（例） 
５ 主運動につながる運動 
６ 本時のねらいや学習内容等の確認 
７ 課題解決 
８ 成果の確認 
 ・記録会，発表会等 
９ 自己評価，相互評価  

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

整
理
（
○
分
） 

（例） 
10  整理運動，片付け 
11   学習の振り返りとまとめ 
 
 
 
 
 

 
 

 

◆単元の評価規準【観点】 

「７（３）の評価計画」に基づき，「６ 単元の評価規準」で示したものをそのまま記す。 
指導と評価が一体となるように， 

「△努力を要すると判断される状況（Ｃ）の児童生徒への指導の手立て」 

「◎十分満足できると判断される状況（Ａ）の児童生徒の具体的な姿」 

を示し，評価を次の指導に生かす。 

※ 児童生徒が，本時のねらいの達成のために，

各自（グループやチーム）の課題の解決に向け，

どのように学習活動を展開するかを，図や絵等

も入れ具体的に示す。 

※ 全ての児童生徒に指導する内容を明確にし，指導上の留意点を示す。 
※ 一人一人の児童生徒が，本時のねらいを達成することができるように，教師が指導，助言，配慮する 

ことを具体的に示す。 
・各自（グループやチーム）の課題のもたせ方，確認の仕方，解決の仕方，修正の仕方 
・全員（グループやチーム，個人）が，気付けたり理解できたりするための指導すべき内容 
・役割や活動の仕方について，各場面で指導するポイント 
・活動中の個人，グループやチームに対する働きかけについての留意点 
・技能のつまずきを予想し，それに対する指導のポイント 

※ 各自の学習を振り返る。 
 ・成果や課題，気付きを発表する 
※ 本時の評価をもとに次時の学習への意欲に 

結び付くよう，教師が振り返りの評価をする。

※ 児童生徒の言葉を生かしまとめをする。 

※ 本時のねらい，活動の見通し，準備等を示す。

・前時の学習を振り返り，学習ノートの記述等

から本時の学習の意欲付けを図る。 

※ 本時の学習を円滑に進めるための留意事項を具体的に示す。 
・健康上注意を要する児童生徒の健康状況と指導上の留意事項 
・準備運動で特に注意を要する運動とその行い方，配慮する児童生徒，学習集団等の特徴等 

※ 本時の学習を振り返るに当たっての留意事項を具体的に示す。 
・整理運動，用具を片付ける上での留意点 
・本時のねらいに正対した振り返り，それを受けた評価の仕方，まとめ方についての要点 
・本時の学習の成果と課題を踏まえ，次時の予告や今後の見通し 

９ 資  料……本単元（本時）で使用する学習資料，学習カード等を添付する。 

ねらいと評価規準を正対させる 

※ 文末が「～させる。」となる表記は避ける。 
 （安全面に関わる内容は除く） 
例・〇〇できるように，△△する。 
例・△△することで，〇〇できるようにする。 
 （〇〇：児童生徒の姿 △△：指導内容） 

高等学校の「７⑶指導と評価の計画」においては，「５ 単元の目標」，

「６ 単元の評価規準」を一体とした内容とする。 
（詳細は高等学校指導計画例P41を参照） 

※ 単元の明確なゴール像（目標や内容「何を学ぶか」，資質・能力「何ができるようになるか」など）を明確にした上で，各時間のねらいを
設定し，記入する。 

※ 各時間のねらいに沿った指導内容や，単元のゴール像に向けて各時間で必要となる指導内容について記入する。 

※ 授業で教えるべきことを明記する。 
  ・「知識及び技能」,「思考力,判断力,表現力等」, 
    「学びに向かう力,人間性等」をバランスよく 
     配置する。 

・「共通に指導すること」と「児童生徒が自主的・

主体的に学ぶこと」を明確にする。 

指導案ひな形  二次元コード 




